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王
充
の
哲
学
体
系
に
お
け
る
命
論
の
役
割

ほ
奴
豆

紅

一
、
「
命
」
の
意
味

　
黄
暉
の
『
王
充
年
譜
』
は
、
『
論
衡
』
の
著
作
過
程
を
考
察
し
て
い
る
。
こ
の
考
察
で
、
落
差
に
よ
っ
て
書
か
れ
売
文
章
の
順
序
は
現

在
の
『
論
衡
』
の
順
序
で
は
な
い
こ
と
が
明
か
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
私
は
王
充
が
『
論
衡
』
に
収
め
る
八
十
五
篇
の
文
章
を
書
き
終

え
た
後
、
自
分
の
表
現
し
よ
う
と
思
っ
て
い
た
考
え
に
従
っ
て
、
こ
れ
ら
の
文
章
を
新
た
に
配
列
し
直
し
、
現
在
見
る
所
の
『
論
衡
』

に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
配
列
し
直
さ
れ
た
『
論
衡
』
の
冒
頭
の
三
巻
十
五
篇
に
は
、
全
面
的
に
命
の
種
類
、
内
容
、
特

徴
お
よ
び
予
測
な
ど
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
な
ぜ
王
充
は
こ
れ
ら
の
専
ら
「
命
」
を
論
述
す
る
三
巻
十
五
篇
を
『
論
衡
』
の
冒
頭
に
置

い
た
の
だ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
、
ま
ず
王
充
の
命
論
の
具
体
的
な
内
容
を
概
括
し
、
い
か
な
る
意
味
を
含
ん
で
い
る
か
を
抽
象
し
よ
う

と
思
う
。

　
命
の
意
味
に
つ
い
て
、
主
充
は
次
の
よ
う
に
概
括
し
た
。

　
　
命
。
吉
凶
之
主
也
。
自
然
弓
道
。
適
偶
之
数
。
非
有
磁
気
監
物
厭
勝
感
動
。
使
之
然
也
。
（
偶
会
篇
）

こ
こ
で
は
、
王
充
の
論
じ
た
命
が
三
つ
の
意
味
を
含
ん
で
い
る
。

　
第
一
の
意
味
は
「
吉
凶
之
主
」
で
あ
り
、
こ
れ
は
「
運
命
」
と
し
て
使
わ
れ
る
命
の
こ
と
で
あ
る
。
王
覇
は
「
吉
凶
之
主
」
と
い
う

も
の
を
通
じ
て
、
具
体
的
に
様
々
な
物
体
の
「
命
」
を
述
べ
て
い
る
。

　
人
間
の
命
。
周
知
の
通
り
、
影
野
は
人
間
の
肉
体
を
支
配
す
る
力
を
「
寿
命
」
と
称
し
、
人
の
社
会
政
治
生
活
を
支
配
す
る
力
を
「
禄

命
」
と
称
し
て
、
以
下
の
如
く
言
う
。

　
　
凡
人
遇
偶
及
遭
累
害
。
皆
由
命
也
。
有
死
生
寿
夫
雪
濠
。
亦
有
貴
賎
貧
富
盃
事
。
自
王
公
逮
庶
人
。
聖
賢
及
下
愚
。
凡
有
尽
目
之
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類
。
含
血
之
属
。
莫
不
有
命
。
（
回
禄
篇
）

　
　
ま
さ
に
、
人
間
は
だ
れ
も
命
の
支
配
を
逃
れ
な
い
と
強
調
す
る
。

　
運
命
が
あ
る
の
は
人
間
だ
け
で
は
な
く
て
、
「
中
有
属
目
之
類
、
含
血
舌
骨
」
の
生
物
た
ち
も
「
莫
不
有
命
」
と
王
充
は
言
っ
た
。
生

物
と
人
間
は
「
幸
偶
」
の
よ
う
な
運
命
が
あ
り
、
こ
れ
は
生
物
と
人
間
と
が
同
じ
く
気
を
稟
話
し
て
成
る
も
の
だ
か
ら
だ
と
す
る
。
区

別
は
た
だ
、

　
　
倶
稟
元
気
。
或
独
為
人
。
或
為
禽
獣
。
…
非
天
稟
施
有
左
右
也
。
人
物
受
性
。
有
厚
薄
也
。
（
卒
直
篇
）

つ
ま
り
、
稟
気
の
厚
薄
の
差
別
だ
け
で
あ
る
。

　
非
生
物
の
命
。
王
充
は
ま
た
「
非
惟
人
行
。
物
亦
有
之
」
と
言
い
、
非
生
物
も
運
命
が
あ
る
と
主
張
し
、
多
く
の
例
を
あ
げ
て
、
物

と
し
て
の
運
命
の
形
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
た
。
　
　
．

　
　
長
書
初
之
竹
。
大
連
抱
之
木
。
工
技
之
人
。
裁
量
用
之
。
編
成
器
謬
見
挙
持
。
或
遺
義
軍
遭
廃
棄
。
…
物
善
悪
同
。
遭
為
人
用
。

　
　
其
不
幸
偶
。
猶
可
傷
痛
。
況
含
精
気
之
徒
乎
。
（
幸
偶
篇
）

　
と
に
か
く
、
物
の
命
運
と
人
の
運
命
と
の
形
は
同
じ
で
あ
り
、
幸
偶
で
あ
る
と
説
い
た
。

　
星
の
命
。
上
天
の
星
宿
も
、
貧
富
貴
賎
の
運
命
を
持
つ
と
、
王
学
は
述
べ
た
。

　
　
衆
星
在
天
。
天
骨
其
象
。
得
富
貴
象
則
富
貴
。
得
貧
賎
象
則
貧
賎
。
故
日
在
天
。
在
天
如
何
。
天
有
百
官
有
衆
星
。
天
皇
気
而
衆

　
　
星
布
精
。
空
所
習
気
。
衆
星
之
気
在
其
中
　
。
…
得
貴
則
貴
、
得
賎
則
賎
。
貴
重
秩
有
高
下
。
富
或
轟
轟
多
少
。
，
皆
星
位
尊
卑
小

　
　
大
之
所
授
也
。
（
命
義
篇
）

こ
の
説
に
よ
る
と
、
人
間
社
会
は
天
上
に
お
け
る
星
宿
の
コ
ピ
ー
に
す
ぎ
な
い
か
ら
、
人
間
の
運
命
は
星
の
貧
富
貴
賎
に
よ
っ
て
左
右

さ
れ
、
「
皆
星
位
尊
卑
大
小
所
也
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
華
甲
は
様
々
な
命
の
形
を
説
き
、
運
命
は
ど
こ
に
も
存
在
す
る
こ
と
と
、
す
べ
て
の
も
の
を
主
宰
す
る
こ
と
を
と
も

に
強
調
し
た
。

　
第
二
の
意
味
は
「
自
然
之
迄
」
で
あ
る
。
「
道
」
と
い
う
の
は
「
非
有
他
気
官
物
霜
曇
使
之
然
也
」
で
あ
る
。
「
自
然
の
道
」
と
は
、

自
然
界
と
人
類
社
会
歴
史
の
運
行
の
規
律
こ
そ
が
「
自
然
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
薄
曇
の
言
う
所
の
意
味
は
、
自
然
と
い
う

一1
8

「



形
の
規
律
に
は
、
人
間
は
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
こ
れ
も
「
命
」
と
指
使
は
言
っ
た
の
で
あ
る
。
故
に
王
充
は
「
自
然
之
道
」

を
「
天
道
」
「
天
命
」
と
称
し
、
「
天
道
難
知
」
お
よ
び
「
天
命
難
知
」
と
繰
り
返
し
て
言
う
。
王
充
は
特
に
多
く
の
例
を
あ
げ
て
、
人

間
の
生
活
と
天
象
の
変
化
な
ど
が
「
難
知
」
の
天
命
お
よ
び
天
道
に
左
右
さ
れ
、
支
配
さ
れ
る
こ
と
を
証
明
す
る
。

　
　
命
則
不
可
勉
。
時
則
不
可
力
。
知
者
帰
之
於
天
。
故
坦
三
鼎
忽
。
（
命
禄
篇
）

　
　
夫
富
貴
不
欲
為
貧
賎
。
貧
賎
自
至
。
貧
賎
不
求
為
富
貴
。
富
貴
自
得
也
。
春
夏
囚
死
。
秋
冬
王
相
。
非
能
為
之
也
。
日
朝
出
而
暮

　
　
入
。
非
菅
貫
也
。
天
道
自
然
。
…
天
命
偵
知
。
人
置
耐
審
。
，
錐
有
満
了
猶
不
自
信
。
故
必
求
之
也
。
…
天
命
吉
厚
。
不
求
自
得
。

　
　
天
命
凶
厚
。
求
之
無
益
。
…
天
性
猶
命
也
。
（
命
禄
篇
）

　
第
三
の
意
味
は
「
適
偶
之
数
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
数
と
は
ま
た
「
度
数
」
「
定
数
」
「
気
数
」
と
称
さ
れ
、
直
弦
の
数
と
は
偶
然

性
を
指
す
。
王
覇
の
思
惟
の
論
理
か
ら
み
れ
ば
、
人
間
は
天
命
お
よ
び
天
道
と
い
わ
れ
る
自
然
界
と
社
会
の
運
行
規
律
の
「
自
然
の
道
」

が
認
識
で
き
な
け
れ
ば
、
無
規
律
の
偶
然
性
も
、
勿
論
認
識
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
王
充
は
人
間
の
運
命
に
つ
い
て
、
例
を
あ
げ
て
、
次
の
よ
う
に
言
う
。

　
　
賢
不
賢
。
才
也
。
遇
不
遇
。
時
也
。
（
逢
遇
篇
）

こ
こ
に
言
う
賢
才
は
人
間
が
先
天
的
に
稟
気
か
ら
備
え
る
も
の
で
、
王
充
か
ら
み
る
と
、
必
然
性
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。
一
方
、
遇
時

と
は
こ
の
賢
才
が
社
会
か
ら
認
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
は
偶
然
性
で
あ
る
。
認
め
ら
れ
る
か
否
か
は
偶
然
的
な
も
の
だ
と
盲
窓
は
主
張
し

た
。
な
お
、
王
充
は
言
う
。

　
　
夫
耕
紙
播
種
。
故
為
之
也
。
及
其
成
与
不
熟
。
偶
訂
然
也
。
（
連
勢
篇
）

つ
ま
り
、
耕
転
播
種
は
「
自
然
之
道
」
に
従
う
こ
と
で
あ
る
が
、
成
熟
と
い
う
の
は
偶
然
性
に
任
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
、
命
に

よ
っ
て
決
め
ら
れ
る
の
と
同
じ
形
に
な
る
と
王
充
は
考
え
た
。

　
か
く
の
如
き
命
論
の
意
味
は
と
っ
く
に
人
生
の
枠
を
超
え
て
、
自
然
界
お
よ
び
社
会
を
解
釈
し
よ
う
と
し
た
役
割
を
も
果
し
て
い

る
と
見
ら
れ
る
。
こ
れ
で
、
王
充
が
な
ぜ
意
識
的
に
前
三
巻
十
五
篇
の
文
章
を
『
論
衡
』
の
冒
頭
に
置
い
た
の
か
が
わ
か
っ
た
。
周
知

の
通
り
v
王
充
の
人
生
の
中
で
、
最
大
の
悩
み
は
自
負
的
な
「
才
博
学
高
」
と
「
畳
数
不
精
」
の
矛
盾
に
あ
っ
た
。
こ
の
悩
み
に
対
し

て
、
王
充
は
自
分
の
運
命
に
は
，
「
自
然
血
道
」
と
「
適
血
書
数
」
と
い
う
形
の
「
命
」
を
持
っ
て
、
対
処
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
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し
て
、
こ
の
考
え
は
心
骨
の
著
作
活
動
を
つ
ら
ぬ
い
て
い
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
『
論
衡
』
を
配
列
し
直
し
た
時
、
人
生
の
矛
盾

を
解
決
し
よ
う
と
し
て
い
る
文
章
を
圧
巻
の
作
に
し
た
の
も
当
然
で
あ
る
。
し
か
し
、
王
充
の
考
え
は
、
人
生
を
徹
底
的
に
追
究
す
る

こ
と
に
止
ら
ず
、
自
然
界
お
よ
び
社
会
を
探
求
す
る
傾
向
も
現
し
始
め
た
。
故
に
、
『
論
衡
』
の
冒
頭
三
巻
十
五
篇
に
克
明
に
論
じ
て
あ

る
命
論
は
、
王
充
の
哲
学
体
系
の
理
論
的
な
出
発
点
に
も
な
っ
て
い
る
と
私
は
考
え
る
。

二
、
「
命
論
」
と
批
判
論

　
『
論
衡
』
の
順
序
と
内
容
と
の
関
係
に
よ
る
と
、
前
三
巻
十
五
篇
で
、
王
命
は
系
統
的
な
完
全
な
る
「
命
論
」
を
述
べ
、
つ
い
で
「
疾

虚
妄
」
と
い
わ
れ
る
「
批
判
論
」
を
建
て
始
め
た
と
見
ら
れ
る
。
王
充
は
卓
越
な
批
判
家
と
し
て
、
当
時
の
正
統
思
想
や
俗
信
の
鬼
神

観
を
批
判
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
私
見
に
よ
れ
ば
、
王
充
が
そ
れ
ら
を
批
判
す
る
際
に
基
づ
い
て
い
た
理
論
の
主
要
な
も
の
は
「
命

論
」
で
あ
っ
た
と
思
う
。
次
に
、
『
論
衡
』
の
中
か
ら
批
判
論
に
関
す
る
文
章
を
取
り
あ
げ
て
、
そ
の
こ
と
を
証
明
す
る
。

　
「
長
髪
篇
」
は
伝
書
に
あ
る
虚
妄
を
批
判
し
た
の
で
あ
る
。
「
尊
王
公
之
時
、
焚
惑
至
心
」
、
こ
れ
は
天
が
宋
の
景
公
を
こ
ら
し
め
る

標
を
示
す
と
、
景
公
は
三
善
言
を
言
い
出
し
て
、
天
を
感
動
さ
せ
た
。
従
っ
て
、
天
は
景
公
を
こ
ら
し
め
な
か
っ
た
の
み
な
ら
ず
、
景

公
の
寿
命
を
延
長
し
た
と
漢
儒
達
が
言
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
言
に
対
し
て
、
王
充
は
「
命
、
凶
吉
之
主
」
を
根
拠
と
し
て
、
批
判

を
加
え
た
。

　
　
人
君
有
善
行
。
善
行
動
於
心
。
善
言
出
黒
影
。
率
由
草
本
。
一
気
善
南
。
宋
雷
公
出
三
善
言
。
則
其
先
三
善
言
之
前
。
豊
平
善
行

　
　
也
。
有
善
行
脚
有
善
政
。
政
善
則
嘉
瑞
環
。
　
福
祥
至
。
焚
惑
之
星
無
為
守
心
霊
。
使
景
公
有
失
誤
之
行
。
以
致
悪
政
。
悪
政
発

　
　
則
妖
異
見
。
焚
之
守
心
。

　
人
間
は
皆
先
天
勤
気
す
る
気
は
同
じ
く
、
命
は
先
天
的
に
決
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
の
で
、
宋
の
景
公
は
罷
り
天
を
感
動
さ
せ
る
こ
と

も
、
延
寿
を
た
の
む
こ
と
も
で
き
る
わ
け
は
あ
る
ま
い
。
そ
し
て
、
国
命
に
よ
り
、
三
業
の
善
政
で
嘉
瑞
を
も
ら
っ
た
か
ら
、
榮
惑
の

標
は
景
公
に
害
を
加
え
な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
「
福
詩
篇
」
の
批
判
対
象
は
楚
相
孫
叔
敷
の
「
埋
一
驚
、
獲
二
祐
、
天
諸
善
、
明
　
」
と
漢
儒
た
ち
が
宣
伝
し
た
も
の
に
な
っ
て
い

「2
0

【



る
。
王
充
は
こ
れ
が
虚
言
だ
と
判
定
し
て
証
明
し
た
。

　
　
夫
見
両
頭
誌
面
死
者
。
俗
言
也
。
有
陰
徳
天
報
之
福
者
。
俗
議
也
。
叔
教
信
俗
言
而
埋
蛇
。
其
母
信
俗
議
而
必
報
。
是
謂
死
生
無

　
　
命
。
三
一
蛇
之
死
。

　
つ
ま
り
、
漢
儒
ら
の
誤
り
は
「
死
生
無
臭
」
を
唱
え
て
、
埋
蛇
は
寿
増
せ
る
こ
と
を
言
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
王
充

は
言
っ
た
。

　
　
埋
蛇
悪
人
復
見
。
皇
霊
賢
也
。
賢
者
之
行
。
，
堂
徒
備
前
一
事
哉
。
前
信
蛇
遣
時
。
多
所
行
　
。
稟
天
善
性
。
動
有
血
行
。
賢
行
之

　
　
人
。
宜
見
並
物
。
無
為
乃
見
殺
人
之
蛇
。
豊
戴
立
未
見
蛇
護
照
有
悪
。
意
欲
殺
之
。
見
立
埋
蛇
。
除
其
過
。
天
喜
之
哉
。
石
生
而

　
　
堅
。
蘭
生
而
香
。
如
謂
叔
敷
之
賢
在
埋
蛇
之
時
。
非
生
菌
受
書
也
。
。

　
漢
儒
た
ち
の
も
う
一
つ
の
誤
り
は
、
人
の
賢
才
も
「
生
而
稟
之
」
と
い
う
性
命
を
認
め
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
王
充
の
命
論
に
よ

れ
ば
、
人
間
の
福
寿
や
王
侯
に
な
れ
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
は
全
て
命
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
漢
の
衛
青
が
候
を
封
ぜ

ら
れ
、
李
広
が
大
功
が
あ
り
な
が
ら
、
封
ぜ
ら
れ
な
か
っ
た
の
に
つ
い
て
、
王
氏
は
「
左
封
篇
」
に
お
い
て
論
説
し
た
。

　
　
論
者
以
為
人
之
封
候
。
自
有
天
命
。
天
命
之
符
。
見
掛
骨
体
。
…
封
書
有
命
。
非
人
操
行
所
有
得
也
。

　
王
充
は
ま
た
例
を
あ
げ
て
、
天
人
感
応
の
説
を
批
判
し
た
が
、
つ
い
命
論
に
戻
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
　
凡
人
窮
達
禍
福
之
至
。
大
之
則
命
。
小
之
則
時
。
…
一
身
之
行
。
一
行
之
操
。
結
髪
終
死
。
前
後
無
異
。
然
一
成
一
敗
。
一
進
一

　
　
退
。
一
窮
一
通
。
一
全
一
壊
。
遭
遇
適
然
。
命
時
三
三
。

　
王
充
の
「
国
命
」
と
い
う
説
に
よ
る
と
、
国
の
興
盛
、
施
政
の
好
悪
と
い
う
こ
と
と
君
主
の
才
能
道
徳
と
は
関
連
が
な
く
、
「
命
期
自

然
、
非
徳
化
也
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
「
異
虚
篇
」
で
は
、
王
充
が
股
の
高
宗
の
時
代
に
、
宮
廷
に
忽
然
と
桑
と
下
露
が

芽
を
出
し
、
七
日
間
で
こ
れ
ら
は
一
抱
え
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
恐
ら
く
段
の
高
直
が
何
か
悪
政
を
行
っ
た
た
め
に
、
天
が
高
山
を
こ
ら

し
め
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
高
宗
が
「
行
行
改
正
」
し
た
結
果
、
「
桑
穀
亡
」
に
さ
せ
、
直
近
が
消
え
た
あ
と
に
、
「
諸
侯
以
訳
来
朝
有
六

国
。
画
聖
百
年
之
福
」
と
な
っ
た
と
漢
儒
た
ち
は
宣
伝
し
た
。
冷
血
は
こ
の
天
人
感
応
の
説
に
反
対
し
て
国
命
で
批
判
を
加
え
た
。

　
　
夫
朝
之
当
亡
。
猶
人
当
死
。
人
欲
死
。
怪
出
。
国
欲
亡
。
期
尽
。
人
死
命
終
。
死
不
請
生
。
…
故
人
之
死
生
。
在
於
命
之
天
寿
。

　
　
不
在
行
之
善
悪
。
国
之
存
亡
。
三
期
之
長
短
。
不
在
政
之
得
失
。
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’
こ
の
よ
う
に
、
国
命
を
正
し
い
も
の
と
し
て
、
桑
穀
の
災
異
を
論
じ
、
天
人
感
応
や
俗
占
の
虚
を
指
摘
し
批
判
し
た
。

噛
「
語
増
篇
」
の
中
で
、
王
充
は
周
武
王
に
関
す
る
「
徳
増
之
語
」
に
反
論
し
、
「
舟
囲
之
土
塁
不
過
高
祖
」
と
唱
え
た
。
彼
は
漢
の
高

祖
の
大
量
に
存
す
る
符
瑞
と
い
わ
れ
る
も
の
を
取
り
あ
げ
、
こ
れ
を
証
拠
と
し
て
、
武
王
の
符
瑞
よ
り
多
い
こ
と
を
説
明
し
た
。
そ
う

し
て
、
武
豊
の
徳
は
高
祖
よ
り
高
く
な
い
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
、
儒
者
ら
の
語
増
し
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
と
書
き
残
し
て
い

る
。　

因
に
、
批
判
性
が
強
い
と
い
わ
れ
る
「
九
必
至
増
」
と
い
う
文
章
の
中
で
は
、
王
充
が
命
論
を
以
っ
て
、
無
理
矢
理
に
批
判
す
る
例

も
少
く
な
い
。
例
え
ば
、
　
「
道
中
篇
」
で
は
、
道
術
を
批
判
し
、
人
間
は
長
生
不
老
ど
な
れ
ず
、
上
天
入
雲
と
な
れ
ず
と
論
説
し
た
が
、

王
充
が
あ
げ
た
理
由
は
、
人
間
の
寿
命
と
身
体
が
す
べ
て
先
天
的
に
気
を
稟
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
ま
た
王
充
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

　
　
且
無
能
軽
挙
入
掌
中
者
。
飲
食
曲
人
殊
耳
蝉
也
。
異
食
与
蛇
異
。
故
其
挙
措
与
蛇
不
同
。
聞
為
道
者
服
金
玉
之
精
。
食
紫
芝
之
英
。
食

　
　
精
神
軽
。
故
能
神
仙
。
認
許
者
食
合
型
霊
肉
。
夢
話
民
盗
食
。
無
精
軽
重
験
。
安
能
縦
体
而
升
天
。

　
こ
の
よ
う
に
、
王
充
は
自
分
が
証
明
し
た
か
っ
た
も
の
を
忘
れ
て
、
逆
に
相
手
の
観
点
を
説
い
て
い
っ
た
。

　
確
か
に
「
問
孔
篇
」
で
は
、
王
充
が
孔
子
を
批
判
し
て
い
る
が
、
「
孔
子
の
発
言
の
真
意
や
、
そ
の
背
景
に
対
す
る
誤
解
、
な
い
し
曲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

解
が
あ
る
」
と
山
田
勝
美
氏
の
指
摘
も
あ
る
。
「
問
孔
篇
」
で
は
、
王
充
が
命
論
で
孔
子
を
批
判
す
る
所
は
少
く
な
い
。
そ
こ
で
次
に
お

お
ま
か
に
述
べ
て
み
た
い
。

　
顔
淵
の
早
夫
に
対
し
て
、
孔
子
は
「
短
命
」
だ
と
歎
い
た
。
品
玉
は
孔
子
の
歎
き
を
批
判
し
、
白
く
、

　
　
夫
顔
淵
所
以
死
者
。
審
何
用
哉
。
令
自
流
短
命
。
猶
伯
母
言
寿
疾
也
。
人
生
受
命
。
皆
当
全
話
。
今
有
悪
疾
。
離
日
無
命
。
人
生

　
　
皆
当
受
天
長
命
。
書
論
短
命
。
亦
宜
日
宇
命
。
重
言
有
短
長
。
則
亦
有
善
悪
　
。
言
岩
綿
短
命
。
則
里
言
伯
長
与
命
。
言
伯
牛
無

　
　
命
。
則
宜
言
顔
淵
無
命
。
一
死
一
病
。
金
牛
云
命
。
所
稟
不
異
。
文
語
不
同
。
未
曉
其
故
也
。

　
王
充
の
高
踏
的
な
調
子
で
の
孔
子
に
対
す
る
批
判
は
、
顔
淵
の
死
は
彼
の
命
に
よ
る
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
、
孔
子
が
命
を
嘆

き
惜
し
む
の
は
む
だ
な
こ
と
で
あ
る
こ
と
。
そ
し
て
、
孔
子
は
顔
淵
、
伯
牛
二
人
の
こ
と
に
対
し
て
、
＝
死
一
病
、
皆
痛
云
命
、
所
労

不
異
、
文
語
不
同
」
と
し
て
お
り
、
孔
子
の
作
為
は
ど
う
も
お
か
し
い
と
い
う
こ
と
。
つ
ま
り
、
孔
子
は
命
に
対
す
る
真
意
を
わ
か
つ
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て
な
か
っ
た
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
三
三
は
孔
子
の
「
賜
不
受
命
。
而
貨
殖
焉
。
曲
面
屡
中
。
何
謂
不
受
命
乎
」
の
話
に
対
し
て
、
次
の
よ
う
に
評
論
し
た
。
，

　
　
世
無
不
受
貴
命
而
自
得
貴
。
亦
知
無
不
受
富
命
而
自
得
富
者
。
…
孔
子
知
己
不
受
貴
命
。
周
流
求
之
不
能
得
。
重
器
賜
不
受
富
命
。

　
　
而
以
術
知
得
富
。
言
行
相
違
。
未
曉
其
故
。

　
さ
ら
に
甚
だ
し
い
こ
と
は
、
王
充
は
「
骨
相
」
の
説
で
も
、
孔
子
を
批
判
し
た
。

　
　
且
孔
子
言
天
喪
予
者
。
以
顔
淵
賢
也
。
案
賢
者
未
必
為
輔
也
。
夫
賢
者
未
必
為
輔
。
猶
聖
人
未
必
受
命
也
。
為
帝
者
有
不
二
。
為

　
　
輔
者
有
不
賢
。
何
則
。
豆
粒
坐
法
。
二
才
異
也
。
由
此
言
置
。
顔
面
生
未
必
為
輔
。
二
死
未
必
有
喪
。
孔
子
云
。
天
皇
予
。
何
拠

　
　
見
哉
。

　
と
に
か
く
、
命
論
に
よ
る
孔
子
批
判
は
、
下
手
な
こ
じ
つ
け
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

　
春
秋
時
代
の
楚
に
、
童
謡
、
華
士
と
い
う
高
節
の
士
が
い
っ
た
。
二
人
は
決
し
て
斉
に
仕
え
よ
う
と
し
な
か
っ
た
。
斉
太
公
は
そ
の

こ
と
で
立
腹
し
、
二
人
を
殺
し
た
。
韓
非
子
は
こ
の
事
件
に
つ
い
て
、
賛
同
の
意
を
表
し
た
。
「
非
業
篇
」
で
は
、
韓
非
子
の
賛
同
に
対

し
て
批
判
を
加
え
た
。

　
　
凡
人
稟
性
也
。
清
濁
貧
廉
草
露
操
行
。
猶
草
木
異
質
。
不
可
復
変
易
也
。
里
謡
華
士
不
仕
於
斉
。
章
段
干
瓢
不
仕
於
魏
　
。
性
行

　
　
清
廉
不
忠
富
貴
。
非
時
疾
世
。
義
不
筍
仕
。
難
不
平
此
人
。
此
人
行
不
可
随
也
。
太
公
諌
之
。
懸
子
是
之
。
是
謂
人
爵
性
行
。
草

　
　
木
無
質
也
。

　
王
充
の
命
論
に
よ
れ
ば
、
人
間
の
性
行
徳
操
あ
る
い
は
五
常
の
性
は
、
一
旦
血
気
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
た
ら
、
改
変
で
き
な
い
。
だ

が
、
太
公
が
二
人
を
殺
し
た
こ
と
、
韓
非
子
が
太
公
に
賛
成
し
た
こ
と
は
、
人
の
性
、
操
行
に
は
ち
が
い
が
な
く
、
草
木
に
は
本
質
が

な
い
と
し
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
は
王
充
自
身
の
命
論
と
一
致
し
て
い
な
い
、
故
に
世
子
お
よ
び
太
公
は
間
違
っ
て
い
る
と
王
気
は
考
え

た
の
で
あ
る
。

　
『
孟
子
』
尽
心
上
篇
に
言
う
。

　
　
莫
非
命
也
。
順
受
至
正
。
是
故
知
命
者
、
不
立
面
巖
播
之
下
。
尽
其
道
而
死
者
、
正
命
也
。
栓
桔
死
者
、
非
正
命
也
。

孟
子
の
言
う
命
論
に
つ
い
て
、
「
刺
孟
篇
」
で
強
く
反
駁
し
て
い
る
。
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夫
孟
子
之
言
。
是
韓
人
無
触
値
常
命
也
。
順
操
行
者
得
正
命
。
妄
指
導
為
得
非
正
（
命
）
。
是
天
命
於
操
行
也
。

　
つ
ま
り
、
孟
子
の
言
う
所
と
王
充
の
命
論
ど
は
、
二
つ
の
所
で
違
っ
て
い
る
。
一
つ
は
、
孟
子
は
人
の
「
触
書
之
命
」
を
否
定
し
て

い
る
点
で
あ
る
。
、
も
う
一
つ
は
、
「
天
命
於
操
行
」
と
い
う
点
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
上
口
は
孟
子
の
説
を
正
し
、
解
説
し
た
。

　
　
人
稟
性
命
。
或
当
圧
溺
兵
焼
。
錐
或
慎
操
修
行
。
其
何
益
哉
。

　
人
間
は
災
難
に
罹
る
か
否
か
は
、
「
先
天
富
強
」
の
時
に
既
に
決
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
た
と
え
「
慎
操
修
行
」
し
て
も
避
け
ら
れ

な
い
運
命
で
あ
る
。
そ
し
て
、
王
充
は
二
つ
の
例
を
あ
げ
て
、
こ
れ
を
詳
し
く
論
証
し
た
。

　
　
甕
広
国
与
百
人
倶
臥
積
炭
之
下
。
炭
崩
。
百
人
皆
死
。
広
国
独
済
。
命
当
封
侯
。

　
　
孔
甲
所
入
主
人
之
子
之
夫
命
当
賎
。
錐
載
入
宮
。
猶
為
守
者
。

と
い
う
わ
け
で
、
孟
子
の
命
に
対
す
る
理
論
は
正
し
く
な
い
と
の
批
判
を
下
し
た
。

　
「
答
俵
篇
」
で
は
、
墨
黒
は
「
言
行
無
功
敷
、
可
謂
倭
乎
」
と
い
う
話
に
つ
い
て
、
蘇
秦
、
張
儀
の
例
を
取
り
あ
げ
て
、
意
見
を
述

べ
た
。

　
　
擬
装
之
不
可
以
敷
賢
。
猶
名
之
不
可
実
也
。
若
夫
陰
陽
調
和
。
風
雨
陪
聴
。
五
穀
豊
熟
。
盗
賊
衰
息
。
人
与
廉
譲
。
・
家
行
道
徳
之

　
　
功
。
命
禄
貴
美
。
術
数
所
致
。
非
道
徳
之
所
成
也
。

　
こ
こ
で
は
、
王
充
は
二
つ
の
見
地
に
立
っ
て
い
る
。
一
つ
は
、
人
間
の
命
に
関
す
る
性
命
の
立
場
か
ら
見
る
と
、
人
間
の
賢
才
操
行

は
先
天
的
な
も
の
で
あ
る
か
ら
、
後
天
の
功
夫
と
無
関
係
で
あ
る
こ
と
。
も
う
一
つ
は
、
国
の
安
定
、
人
民
の
富
裕
と
は
国
命
で
あ
り
、

道
徳
あ
る
い
は
賢
才
と
は
無
関
係
で
、
「
術
数
」
の
よ
う
な
適
偶
の
数
に
よ
つ
で
で
き
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。
故
に
王
充
の
倭
人
に
対
す

る
批
判
は
命
論
の
枠
を
超
え
て
い
な
い
。

　
「
乱
僧
」
「
遭
虎
」
「
商
虫
」
な
ど
の
文
章
で
は
、
王
充
の
批
判
対
象
は
漢
時
代
に
流
行
っ
て
い
た
天
人
感
応
論
と
な
っ
て
い
る
。
そ

の
中
で
、
「
乱
龍
篇
」
の
内
容
は
強
い
神
学
的
な
傾
向
を
有
し
て
お
り
、
董
伸
箭
を
始
め
、
人
々
の
土
龍
を
設
け
雨
乞
い
を
す
る
こ
と
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
個

つ
い
て
、
理
論
解
説
を
行
っ
て
い
る
。
私
は
「
乱
発
篇
」
は
偽
作
と
い
う
学
者
の
意
見
に
つ
い
て
は
疑
問
を
持
っ
て
い
る
が
、
む
し
ろ

「
乱
下
篇
」
の
内
容
は
王
充
の
命
論
と
合
う
も
の
が
多
い
。
例
え
ば
、
「
乱
龍
篇
」
の
十
五
証
の
要
旨
に
つ
い
て
、
王
充
は
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。
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日
σ
夫
以
非
真
精
。
是
也
。
不
以
象
話
説
。
非
也
。
夫
東
風
至
。
酒
湛
盗
。
鯨
魚
死
。
彗
星
出
。
天
道
自
然
。
非
人
事
也
。
事
与

　
　
三
雲
三
相
従
。
同
一
実
也
。

　
こ
れ
は
「
自
然
の
道
」
と
い
う
命
論
の
内
容
を
応
用
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
証
明
第
八
に
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

　
　
神
霊
以
象
不
惑
実
。
故
寝
臥
夢
悟
見
事
繁
華
。
将
吉
。
吉
象
来
。
将
凶
。
雪
曇
至
。
神
霊
之
気
。
雲
雨
曇
霞
。

こ
れ
と
王
充
の
よ
く
言
う
国
命
の
兆
し
と
い
わ
れ
る
瑞
符
の
説
と
一
致
し
て
い
る
と
言
え
る
。

　
「
遭
落
下
＋
は
、
冒
王
充
が
「
変
復
並
家
、
謂
虎
食
人
者
、
功
遭
為
好
所
致
」
と
い
う
変
復
家
ら
の
説
に
対
し
て
反
論
し
て
い
る
が
、

王
充
の
反
論
の
根
拠
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　
　
虎
所
食
人
。
亦
命
時
也
。
命
詑
時
衰
。
六
気
青
身
。
視
肉
猶
　
也
。
調
書
食
之
。
天
道
直
会
。
虎
適
食
人
。
長
吏
言
託
。
故
旧
為

　
　
変
応
上
天
　
。

庶
人
が
虎
に
喰
わ
れ
た
の
は
、
こ
の
人
の
命
が
「
命
詑
漏
壷
」
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
虎
に
喰
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
F

あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
人
の
命
は
先
夫
に
稟
議
し
た
時
、
は
や
ば
や
と
決
定
さ
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
官
吏
の
悪
行
と
は
ま
っ
た
く
繋
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
2
5

り
は
な
い
の
で
あ
る
。
．
謹
辞
と
功
曹
の
悪
行
と
が
結
び
つ
い
た
の
は
、
「
天
道
無
粋
」
で
あ
り
、
換
言
す
れ
ば
、
適
偶
之
数
の
命
に
ほ
か

な
ら
な
い
と
王
充
は
言
う
。

　
同
様
に
、
「
商
魂
篇
」
の
中
で
、
王
充
は
自
分
の
命
論
で
、
害
虫
の
災
の
発
生
を
好
吏
に
結
び
つ
け
る
説
に
対
し
て
反
駁
し
た
。

　
・
天
道
自
然
。
吉
凶
偶
会
。
非
常
之
虫
適
生
。
貧
吏
遭
署
。

こ
こ
で
は
王
充
は
変
逸
玉
の
説
を
反
駁
す
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
諸
膚
ら
を
弁
護
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
王
充
の
結
論
は
、

　
「
命
吉
居
安
。
鼠
不
擾
乱
。
禄
衰
居
危
。
鼠
変
為
災
。

で
あ
り
、
こ
こ
に
民
衆
の
苦
し
み
と
官
吏
の
悪
行
と
は
命
論
で
切
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

　
「
論
死
」
「
面
妖
」
「
訂
鬼
」
「
含
意
」
な
ど
の
文
章
か
ら
、
王
充
は
厚
葬
、
祭
祀
、
春
風
水
な
ど
の
世
俗
迷
信
を
批
判
し
、
無
鬼
神
論

を
建
て
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
批
判
の
中
で
は
、
や
は
り
命
論
に
基
づ
い
て
な
さ
れ
た
も
の
が
多
い
と
思
う
。
「
万
死
篇
」
に
言

う
。　

　
夫
死
人
能
富
浦
。
則
亦
無
知
　
。
…
人
未
生
無
所
知
。
無
死
帰
無
知
之
本
。
言
立
有
知
乎
。
人
海
所
以
聡
明
智
恵
者
。
以
下
五
常



　
　
之
気
慰
。
五
常
之
気
所
以
在
人
者
。
以
五
蔵
在
形
中
也
。
斎
蔵
不
傷
。
則
人
智
恵
。
五
富
有
病
。
則
人
荒
言
。
荒
忽
則
愚
療
　
。

　
　
人
死
五
蔵
腐
朽
。
腐
朽
則
五
常
無
所
託
　
。

　
王
充
の
命
論
に
よ
れ
ば
、
人
間
の
肉
体
と
精
神
あ
る
い
は
五
常
は
、
す
べ
て
母
体
に
気
を
稟
思
す
る
こ
と
か
ら
で
き
た
も
の
で
あ
り
、

肉
体
と
精
神
の
結
び
つ
き
は
五
常
の
気
が
人
の
貯
蔵
に
在
る
こ
と
に
あ
る
。
五
蔵
が
腐
朽
し
て
し
ま
う
と
、
五
常
の
気
の
寄
り
か
か
る

所
が
な
く
な
る
か
ら
、
人
は
死
ん
で
も
有
知
の
鬼
に
な
れ
な
い
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
丁
霊
は
他
の
鬼
論
を
批
判
し
た
。
と
同

時
に
人
間
の
肉
体
と
精
神
を
運
命
が
支
配
す
る
も
の
と
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　
な
お
、
「
命
論
」
で
は
、
鬼
神
論
へ
の
批
判
を
徹
底
的
に
さ
せ
な
い
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
王
充
は
「
人
死
不
為
鬼
」
と
言
い
な
が
ら
、

老
物
の
精
は
鬼
に
化
け
ら
れ
る
と
言
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
特
に
、
王
充
は
鬼
を
国
が
滅
亡
し
、
人
が
死
ぬ
符
瑞
の
一
種
と
し
て
見
て
い

た
。　

　
凡
天
地
均
間
。
気
皆
流
於
天
。
天
文
垂
象
干
上
。
其
降
而
生
物
。
（
中
略
）
与
人
相
触
犯
者
疾
。
病
人
皆
野
死
。
（
中
略
）
愚
将
亡
。

　
　
凶
亦
出
。
国
将
亡
。
妖
亦
現
。
（
論
死
篇
）

　
　
妖
。
国
人
之
凶
兆
也
。
祥
。
吉
之
兆
也
。
（
中
略
）
天
道
在
野
。
使
非
。
妖
也
。
使
是
。
亦
甘
干
。
（
紀
妖
篇
）

　
以
上
の
こ
と
を
総
括
す
れ
ば
、
評
議
の
批
判
論
に
お
け
る
命
論
の
役
割
に
は
三
つ
の
面
が
あ
る
。
第
一
は
、
相
手
の
観
点
は
正
し
い

か
否
か
を
図
る
標
準
と
し
て
の
役
割
で
あ
る
q
第
二
は
、
相
手
を
批
判
す
る
時
に
用
い
る
武
器
と
し
て
の
役
割
で
あ
る
。
第
三
は
、
批

判
し
た
上
で
、
「
新
し
い
解
釈
を
建
て
る
理
論
的
な
基
礎
と
し
て
の
役
割
で
あ
る
。
私
が
王
充
の
批
判
論
か
ら
受
け
る
印
象
は
、
む
し
ろ

王
充
が
批
判
論
を
通
じ
て
、
逆
に
自
己
の
命
論
の
正
当
性
を
論
証
せ
ん
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
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三
、
「
命
論
」
と
「
国
命
」

　
「
国
命
」
と
い
う
概
念
は
「
命
三
三
」
で
初
め
て
打
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
店
名
陳
鄭
同
日
並
災
。
四
国
之
民
謡
有
徳
盛
未
当
盤
機
器
。
然
而
倶
災
。
国
譲
陵
之
也
。
故
国
命
勝
人
命
。

「
国
命
」
と
い
う
も
の
は
国
家
の
興
盛
衰
亡
、
社
会
の
安
危
交
替
を
指
し
、
人
間
の
命
と
同
じ
く
生
死
が
あ
る
。

寿
命
願
断
命
。

こ
こ
で
は
、
王
充
は



「
国
命
」
に
軽
く
触
れ
た
だ
け
で
、
ま
だ
そ
れ
を
展
開
し
て
は
い
な
い
。

　
『
治
期
篇
』
・
で
、
王
充
は
国
命
を
展
開
し
て
詳
し
く
意
味
を
の
べ
る
。

　
　
三
期
自
然
。
非
徳
化
也
。
．

　
　
教
之
行
廃
。
，
国
之
安
危
。
皆
在
命
時
。
非
人
力
也
。

　
　
昌
必
有
衰
。
興
必
有
廃
。
興
昌
。
非
難
所
能
成
。
然
則
衰
廃
藤
壷
雨
湿
敗
也
。
昌
衰
興
廃
。
皆
天
時
也
。

　
つ
ま
り
、
国
家
の
安
危
、
社
会
の
治
乱
と
い
う
こ
と
が
、
あ
る
神
秘
的
な
力
量
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
い
る
と
す
る
。
こ
の
力
量
の

規
律
は
自
然
で
あ
り
、
言
い
か
え
れ
ば
、
無
規
律
で
も
あ
る
。
人
間
は
こ
の
力
量
を
全
く
理
解
認
識
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

国
家
の
安
危
、
社
会
の
治
乱
と
い
う
こ
と
と
与
政
者
の
道
徳
、
才
能
、
教
化
、
政
策
な
ど
と
は
ま
っ
た
く
関
係
が
な
い
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
国
命
」
を
中
核
と
し
て
、
王
充
の
社
会
、
歴
史
に
対
す
る
認
識
は
次
の
項
目
で
表
現
さ
れ
て
W
る
。

　
e
、
歴
史
を
操
縦
す
る
人
は
統
治
者
で
あ
り
、
す
ぐ
れ
た
統
治
者
が
「
聖
人
」
と
称
さ
れ
る
。

　
　
能
三
太
三
者
、
聖
人
也
。
（
宣
漢
篇
）

聖
人
の
誕
生
は
天
に
よ
り
降
下
す
る
和
気
か
ら
生
ま
れ
「
和
気
生
聖
人
。
聖
人
生
霊
衰
世
。
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
一
方
、
聖
人
は
時

代
に
よ
っ
て
区
別
が
あ
る
が
、
こ
の
区
別
は
聖
人
た
ち
の
骨
相
や
選
曲
と
は
違
う
わ
け
で
あ
る
。

　
　
且
夫
太
平
之
瑞
。
猶
聖
王
之
相
也
。
聖
王
骨
法
、
未
必
同
也
。
太
平
之
瑞
。
何
皇
室
．
等
。
（
宣
主
峯
）

　
　
帝
王
興
起
。
命
祐
不
同
也
。

　
口
、
す
べ
て
の
社
会
道
徳
や
倫
理
は
「
五
常
之
道
」
と
呼
ば
れ
て
、
こ
れ
が
気
を
通
じ
て
、
命
に
決
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
「
倶
懐

五
常
三
道
。
共
稟
一
気
三
生
。
」
「
五
常
之
道
也
是
覇
気
」
（
斉
下
篇
）
と
王
充
は
強
調
し
た
。

　
日
、
社
会
の
存
在
運
行
は
人
間
の
寿
命
と
同
じ
で
あ
り
、
寿
命
は
夫
寿
死
生
が
あ
り
、
社
会
は
盛
衰
興
亡
が
あ
る
。
「
斉
世
一
」
曰
く

　
　
世
有
盛
衰
つ
衰
極
久
有
弊
也
。

従
っ
て
、
王
充
は
「
治
有
期
。
乱
言
時
」
と
い
い
、
社
会
の
変
化
治
乱
は
「
天
時
」
「
天
命
」
と
し
て
見
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
。

　
四
、
国
家
の
安
危
、
社
会
の
治
乱
は
、
「
時
数
」
や
天
命
天
時
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
る
か
ら
、
人
間
は
社
会
歴
史
に
対
し
て
主
動
性
を

も
た
な
い
と
王
充
は
思
っ
た
。
故
に
、
器
量
は
国
家
の
政
策
、
君
臣
の
賢
愚
は
社
会
歴
史
の
運
行
の
役
に
た
た
な
い
と
言
う
。
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故
意
治
非
賢
聖
之
功
。
衰
髄
鞘
無
道
之
致
。
国
当
選
乱
。
賢
能
不
能
盛
。
幽
門
治
。
悪
人
不
能
乱
。
世
譜
治
乱
℃
旧
時
不
在
政
。

　
　
国
之
安
危
。
在
数
不
在
教
。
（
治
期
篇
）

　
㈲
、
統
治
者
の
動
き
も
「
天
命
」
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
国
に
真
否
が
あ
っ
た
場
合
、
た
え
え
賢
明
の
君
主
で

あ
ろ
う
と
も
、
必
ず
し
も
消
す
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。

　
　
聖
人
之
為
。
皆
有
天
命
。
（
三
世
篇
）

　
　
夫
世
乱
民
逆
。
国
之
危
殆
災
害
。
繋
於
上
天
。
賢
君
之
徳
。
不
能
消
却
。

こ
の
た
め
に
、
世
の
中
に
、
賢
明
と
無
道
の
君
主
の
区
別
が
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、

　
　
賢
君
之
主
。
偶
在
当
治
之
世
…
…

　
　
無
道
之
君
。
偶
生
干
当
乱
之
時
。
（
治
期
篇
）

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
因
、
王
命
は
「
鷲
谷
於
古
」
と
い
う
儒
家
の
「
今
不
如
昔
」
の
歴
史
観
と
は
異
な
る
歴
史
観
を
持
ち
、
こ
れ
を
証
明
す
る
根
拠
と
し

て
「
天
命
厚
若
君
」
を
あ
げ
た
。
王
充
は
、
漢
の
時
代
に
出
た
袖
留
は
古
代
よ
り
多
い
し
、
よ
り
吉
祥
だ
と
い
う
こ
と
を
く
り
か
え
し

強
調
し
、
「
総
高
夕
蝉
」
を
証
明
し
た
。
た
と
え
儒
者
ら
が
十
分
に
嘔
え
て
い
る
三
皇
五
帝
、
下
湯
文
武
で
も
、
彼
ら
の
符
瑞
は
漢
の
時

に
出
た
も
の
よ
り
少
い
か
ら
、
彼
ら
の
徳
お
よ
び
業
績
は
漢
を
超
え
ら
れ
ず
、

　
　
尭
霊
感
於
赤
龍
。
及
起
不
聞
富
祐
。
禺
評
点
慧
咳
。
将
生
得
玄
圭
。
契
母
咽
燕
子
。
，
湯
起
自
首
街
鉤
。
后
稜
母
履
大
人
之
跡
。
文

　
　
王
起
得
赤
雀
。
三
王
得
魚
鳥
。
皆
不
及
漢
太
平
之
瑞
。
（
恢
国
篇
）

と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
比
較
的
、
王
充
は
符
瑞
を
重
視
し
、
こ
れ
を
「
漢
徳
豊
雍
」
の
証
拠
と
し
て
用
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
命

を
予
測
す
る
兆
し
と
し
て
も
見
成
し
て
い
た
。
例
え
ば
、
「
宣
命
篇
」
の
主
な
内
容
は
、
漢
代
に
出
た
所
謂
符
瑞
を
ど
の
よ
う
に
解
説
、

区
別
す
る
か
と
い
う
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。

　
王
充
の
社
会
歴
史
観
と
「
国
命
」
の
絡
み
付
く
有
様
を
見
る
と
、
温
血
の
社
会
歴
史
観
を
「
国
命
論
」
に
他
な
ら
な
い
。
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四
、
「
命
論
」
と
認
識
論
お
よ
び
人
性
論

　
儒
家
は
「
治
国
平
天
下
」
が
で
き
る
人
を
賢
能
と
呼
ぶ
。
が
、
王
充
は
自
分
の
生
涯
が
非
常
に
不
遇
で
あ
っ
た
の
で
、
賢
能
と
い
う

こ
と
に
つ
い
て
の
考
え
は
特
独
な
も
の
に
な
っ
た
。
「
定
賢
篇
」
に
言
う
。

　
　
知
賢
何
用
。
知
之
如
何
。
以
仕
宙
得
高
官
身
富
貴
為
賢
愚
。
則
富
貴
者
天
命
也
。
命
富
貴
。
不
為
賢
。
命
貧
賎
。
不
為
不
肖
。
必

　
　
以
富
貴
敷
賢
不
肖
。
是
三
三
宙
以
才
不
以
命
也
。

自
分
の
生
涯
に
お
い
て
不
遇
は
命
だ
と
解
説
し
な
が
ら
、
認
識
論
と
人
性
論
の
内
に
、
「
命
論
」
を
導
入
し
た
。

　
そ
も
そ
も
、
認
識
論
の
主
な
課
題
は
、
人
間
の
才
能
と
正
し
い
認
識
は
ど
こ
か
ら
生
ま
れ
る
か
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
人
性
論
と
い

う
の
は
人
々
の
人
倫
道
徳
に
関
す
る
理
論
あ
る
い
は
人
間
論
で
あ
る
。
多
く
の
学
者
が
こ
の
二
つ
の
課
題
に
対
し
て
別
々
な
形
で
論
争

し
て
い
る
が
、
王
充
は
こ
の
二
つ
の
課
題
に
命
論
を
導
入
し
、
一
本
化
し
て
、
解
決
し
よ
う
と
し
た
。

　
「
本
性
篇
」
で
は
、
王
充
は
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

　
　
実
者
人
性
有
善
有
悪
。
猶
人
才
有
高
翼
下
也
。
高
不
可
下
。
下
不
可
高
。
謂
性
無
善
悪
。
是
謂
人
才
無
高
下
也
。
稟
性
受
命
。
同

　
　
一
実
也
。
命
有
貴
賎
。
性
有
善
悪
。
謂
性
無
善
悪
。
音
盤
人
命
無
貴
賎
・
也
。

　
こ
こ
で
の
王
充
の
人
の
才
能
と
人
性
の
善
悪
の
来
源
に
つ
い
て
の
考
え
は
す
べ
て
彼
の
命
論
に
よ
っ
て
出
来
た
も
の
で
あ
る
。
人
の

才
能
に
は
高
下
が
あ
り
、
人
の
性
に
は
善
悪
が
あ
り
、
人
の
運
命
に
は
貴
賎
が
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
三
つ
の
も
の
は
「
命
論
」
で
述

べ
た
通
り
、
先
天
的
に
気
を
稟
死
す
る
こ
と
か
ら
人
の
身
に
つ
い
て
い
る
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
し
か
も
、
稟
呈
す
る
気
の
量
に
よ

っ
て
、
質
に
よ
っ
て
、
才
性
命
の
高
下
善
悪
貴
賎
は
違
う
わ
け
で
あ
る
。

　
　
実
不
異
殊
者
。
稟
気
有
厚
泊
。
故
性
有
善
悪
者
。
（
本
性
篇
）

　
　
三
富
三
人
。
筋
力
自
彊
。
命
貴
之
人
。
才
智
自
高
。
（
命
禄
篇
）

　
王
充
が
認
識
論
お
よ
び
人
性
論
に
命
論
を
導
入
し
た
も
う
一
つ
の
も
の
は
、
孔
子
の
「
上
智
下
愚
」
の
説
を
改
造
し
た
こ
と
で
あ
る
。

　
本
来
、
多
く
の
学
者
ら
は
、
王
充
が
人
性
と
人
の
才
能
は
環
境
に
よ
れ
ば
、
ま
た
教
育
を
受
け
れ
ば
後
天
的
に
改
造
で
き
る
の
を
承

一2
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認
し
て
い
る
、
と
言
う
が
、
私
は
こ
の
観
点
は
王
充
の
理
論
を
一
方
面
に
理
解
し
た
だ
け
だ
と
思
う
。
確
か
に
、
王
充
に
は
「
教
師
率

勉
」
や
「
人
三
品
、
善
可
変
為
悪
、
悪
可
変
為
善
」
と
い
う
話
が
あ
る
が
、
こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

　
孔
子
は
『
論
語
』
（
雍
也
）
に
曰
く
、

　
　
中
人
以
上
、
可
以
語
上
也
。
中
人
以
下
、
不
可
以
語
上
也
。

ま
た
言
う
。

　
　
性
上
智
与
下
愚
不
移
。

こ
の
よ
う
に
、
孔
子
は
人
間
を
「
上
智
」
「
中
人
」
「
下
愚
」
三
種
類
に
分
け
て
し
ま
っ
た
。

　
王
充
は
こ
の
論
を
「
命
論
」
で
改
造
し
た
。

　
　
夫
物
不
求
而
自
生
。
則
人
亦
有
不
求
貴
而
学
者
　
。
人
情
有
不
信
而
自
善
者
。
有
教
事
終
不
善
　
。
天
性
猶
命
也
。
（
命
禄
篇
）

　
　
人
善
固
善
。
人
悪
並
置
。
初
幕
天
然
之
姿
。
受
純
一
之
質
。
下
生
而
二
見
。
善
悪
可
察
。
無
分
解
善
悪
。
可
推
移
者
。
謂
中
人
也
。

　
　
不
善
不
悪
。
須
教
成
也
。
（
本
性
篇
）

　
つ
ま
り
、
人
の
種
類
を
同
じ
く
三
種
類
に
分
け
て
い
る
。
具
体
的
に
言
う
と
、

　
人
間
の
知
力
に
よ
っ
て
、
上
智
、
中
人
、
下
愚
に
分
け
、
人
性
に
よ
っ
て
、
善
人
、
中
人
、
悪
人
の
三
つ
に
分
け
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。

　
上
、
中
、
下
三
種
類
に
分
け
ら
れ
る
人
間
は
先
天
的
に
気
を
稟
署
し
て
、
生
ま
れ
る
前
、
既
に
形
成
さ
れ
た
も
の
な
の
で
、
特
に
、

上
、
下
二
種
類
の
人
々
に
は
、
勉
強
し
て
も
、
教
育
を
受
け
て
も
、
そ
れ
ら
は
何
の
役
に
も
立
た
な
い
は
ず
で
あ
る
。

　
　
人
情
有
不
教
而
自
善
者
。
有
教
而
終
不
善
者
　
。
天
性
猶
命
　
。
（
命
禄
篇
）

　
　
人
平
天
地
羅
馬
。
懐
五
常
謡
講
。
或
乍
叢
書
。
性
論
叢
也
。
動
作
趨
翔
。
或
重
設
置
。
性
霊
誰
也
。
身
形
或
長
或
短
。
愚
老
極
死
。

　
　
不
可
変
易
。
天
性
然
也
。

　
　
善
悪
稟
之
質
。
不
受
藍
朱
変
也
。
（
以
上
「
本
性
篇
」
よ
り
）

王
充
が
強
調
し
た
の
は
、
上
智
と
善
人
、
下
愚
と
悪
人
な
ど
の
上
、
下
二
種
類
の
人
の
才
能
や
人
性
は
巳
に
決
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
か

ら
、
勿
論
、
変
化
で
き
な
け
れ
ば
、
改
変
も
で
き
な
い
も
の
だ
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
孔
子
の
上
智
下
愚
不
要
と
い
う
論
断
と

「3
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一
致
し
て
い
る
と
言
え
る
が
、
こ
の
理
論
の
基
礎
は
、
前
述
の
通
り
、
「
命
論
」
に
ち
が
い
な
い
。

　
た
だ
、
中
等
才
能
と
人
性
を
持
つ
所
謂
中
人
に
は
、
感
化
教
育
を
施
せ
ば
、
彼
ら
の
才
能
と
人
性
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と

王
充
の
考
え
る
の
で
あ
る
。

　
　
無
分
於
善
悪
。
可
推
移
者
。
謂
中
人
也
。
不
善
不
悪
。
須
教
成
者
也
。
（
本
性
篇
）

　
　
夫
中
人
之
性
。
在
所
所
習
。
習
善
而
為
善
。
習
悪
豊
漁
悪
也
。
（
本
性
篇
）

　
ま
と
め
て
言
え
ば
、
王
充
は
「
命
論
」
に
則
っ
て
、
孔
子
の
「
上
智
下
愚
論
」
を
改
造
し
た
上
で
、
命
が
上
下
二
種
類
の
人
の
才
能

と
人
性
を
決
め
る
も
の
と
し
て
強
調
し
な
が
ら
、
後
天
的
に
中
人
向
き
の
「
量
産
附
属
」
の
教
育
論
も
創
出
し
た
。
こ
れ
は
王
充
が
「
命

論
」
と
教
育
論
と
の
矛
盾
を
解
決
し
よ
う
と
し
た
結
果
だ
ろ
う
と
思
う
。
で
あ
る
か
ら
、
王
充
の
人
性
論
と
認
識
論
は
、
性
命
論
あ
る

い
は
才
命
論
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

五
、
「
命
論
」
と
宇
宙
観

　
王
充
は
自
分
の
宇
宙
観
に
つ
い
て
、
「
自
然
篇
」
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
天
地
合
気
。
万
物
自
生
。

　
　
回
天
覆
於
上
。
地
値
於
下
。
下
気
丞
…
上
。
上
気
降
下
。
万
物
自
生
於
其
中
間
　
。

こ
れ
を
図
に
描
い
て
表
わ
せ
ば
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

コ於覆侠天

下
気
丞
…
上

上
気
降
下

天
地
合
気

万
物
自
生

杓於偶馳三
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こ
の
形
に
な
っ
て
い
る
王
充
の
宇
宙
観
に
つ
い
て
、
ま
ず
肯
定
す
べ
き
も
の
は
王
充
が
天
地
を
客
観
存
在
物
と
し
て
認
め
、
天
地
は
万

物
の
本
源
地
と
説
い
た
こ
と
で
あ
る
。
彼
は
天
地
が
ど
こ
か
ら
生
ま
れ
た
か
と
い
う
こ
と
も
論
説
せ
ず
、
天
地
が
「
習
気
の
自
然
」
と

い
っ
て
、
天
地
の
客
観
性
を
強
調
し
た
。
こ
れ
は
大
陸
の
学
者
ら
が
王
業
の
哲
学
思
想
を
唯
物
論
と
呼
ぶ
主
な
理
由
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
気
は
天
地
と
万
物
の
中
間
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
王
充
は
詳
し
く
論
説
し
た
。
要
す
る
に
一
天
か
ら
施
放
さ
れ
る
気
は
「
陽
気
」

で
あ
り
、
地
か
ら
施
放
さ
れ
る
気
は
「
陰
気
」
で
あ
る
。
陰
陽
二
号
は
相
互
的
に
影
響
し
合
い
、
様
々
な
種
類
の
気
を
施
し
出
し
て
、

万
物
が
生
じ
る
わ
け
で
あ
る
。
故
に
、
『
論
衡
』
に
七
百
回
以
上
気
の
言
葉
を
用
い
て
、
何
十
種
類
の
気
を
説
き
出
し
、
以
っ
て
、
王
充

は
世
界
の
万
象
を
解
釈
し
た
。
こ
の
た
め
に
私
は
王
充
の
述
べ
た
気
の
概
念
は
む
し
ろ
世
界
中
の
す
べ
て
の
物
事
を
解
釈
す
る
万
能
的

な
道
具
と
し
て
使
っ
た
の
だ
ろ
う
と
思
う
。

　
さ
て
、
王
充
は
宇
宙
観
の
中
で
、
気
と
天
地
の
関
係
、
そ
し
て
万
物
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

　
　
天
之
行
也
。
施
気
自
然
也
。
施
四
則
万
物
自
生
。
非
黙
諾
気
野
生
物
証
。
（
説
日
篇
）

　
　
天
地
合
気
。
万
物
自
生
。
猶
夫
婦
合
気
。
子
自
生
　
。

　
　
天
動
不
欲
生
物
。
偉
物
自
生
。
此
則
自
然
也
。
施
気
不
等
薫
物
。
落
物
自
学
。
此
則
無
為
也
。
（
以
上
は
「
自
然
篇
」
よ
り
）

こ
こ
に
王
充
の
言
う
所
の
「
自
生
」
「
自
然
」
「
自
為
」
「
無
為
」
と
い
う
も
の
は
、
宇
宙
間
に
お
け
る
物
事
の
状
態
を
指
す
の
で
な
け
れ

ば
、
唯
物
論
が
言
う
客
観
存
在
性
で
も
あ
る
ま
い
。
王
充
は
こ
れ
ら
を
天
地
、
気
、
人
間
と
を
結
び
つ
け
る
も
の
と
し
て
用
い
る
の
で

あ
る
。
つ
ま
り
、
「
自
生
」
は
「
自
ら
生
む
」
、
「
自
然
」
は
「
お
の
ず
か
ら
存
在
」
、
「
自
為
」
は
お
の
ず
か
ら
な
す
、
「
無
為
」
は
根
源

な
く
な
す
と
考
え
て
い
る
。
こ
こ
で
、
王
充
は
表
現
し
よ
う
ど
し
た
も
の
は
、
こ
れ
ら
の
も
の
は
、
世
界
万
物
の
運
行
規
律
で
あ
る
が
、

こ
れ
ら
と
命
論
の
中
の
「
自
然
黒
道
」
お
よ
び
「
適
偶
無
数
」
と
同
じ
も
の
だ
と
考
え
る
。
と
い
う
の
は
、
訳
出
が
「
命
論
」
を
自
分

の
宇
宙
観
に
導
入
し
た
上
で
出
し
た
結
論
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
結
論
と
王
春
の
哲
学
体
系
を
か
さ
ね
て
、
新
し
い
図
で
表
現
す
れ
ば

左
の
通
ゆ
で
あ
る
。
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天地

※

　
「
夕※

●
愁

気
到
人

物
1
一
物
之
命

（
才
命
と
性
命
）

人
の
才
能
と
人
性

人
選
吉
凶
之
命

　
　
　
上
智
と
善
人

　
　
　
中
人
…
教
化
可

　
　
　
下
愚
と
悪
人

　
さ
て
、
こ
こ
で
は
、

こ
と
に
つ
い
て
概
括
し
た
い
と
思
う
。

り気
を
解
説
の
手
段
と
し
て
、

自
然
」
の
形
を
通
じ
て
、

万
物
を
つ
ぐ
り
、
，
そ
の
万
物
に
命
が
備
わ
っ
て
い
た
。

の
命
は
才
能
と
人
性
の
シ
リ
ー
ズ
お
よ
び
人
の
人
生
遭
遇
、

ら
れ
る
。
気
は
社
会
歴
史
に
お
い
て

会
歴
史
、
人
生
な
ど
の
産
生
、

支
配
さ
れ
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。

を
加
え
て
、
所
謂
「
批
判
論
」

　
（
本
稿
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
三
三
遂
の

□
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
史

　
　
　
　
　
　
　
　
，
鰹
一
国
命
論

　
　
　
　
　
　
　
　
社

右
の
図
を
解
説
し
な
が
ら
、
「
命
論
」
が
学
芸
の
哲
学
体
系
に
お
け
る
い
か
な
る
役
割
を
果
し
て
い
る
か
と
い
う

　
　
　
　
　
　
王
充
は
天
地
万
物
は
客
観
的
な
存
在
で
あ
る
こ
と
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
現
実
か
ら
出
発
し

　
　
自
然
界
、
社
会
歴
史
お
よ
び
人
生
を
探
求
し
た
。
結
論
づ
け
る
な
ら
ば
、
天
と
地
は
「
天
地
合
気
。
施
気

　
様
々
な
気
を
生
み
出
し
た
。
生
み
出
さ
れ
た
気
は
万
物
に
お
い
て
、
「
自
然
、
無
為
、
適
偶
」
の
形
で
世
界
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
気
は
人
間
に
お
い
て
コ
票
気
受
命
」
の
形
で
人
に
命
を
授
け
る
。
そ
し
て
、
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
換
言
す
れ
ば
「
吉
凶
之
命
」
と
常
命
性
命
と
の
二
つ
の
シ
リ
ト
ズ
に
分
け

　
　
　
　
　
「
数
、
時
、
当
期
」
の
形
で
社
会
歴
史
に
「
国
命
」
を
与
え
る
。
つ
ま
り
、
王
充
は
自
然
界
、
社

　
　
　
発
展
、
変
化
、
運
行
が
す
べ
て
「
吉
凶
之
主
ゆ
自
然
唱
道
。
干
飯
之
数
」
の
な
か
み
を
含
む
「
命
」
に

　
　
　
　
　
そ
し
て
、
自
分
の
哲
学
思
想
特
に
命
論
と
合
わ
な
い
他
の
学
者
の
思
想
お
よ
び
世
俗
迷
信
を
批
判

　
　
　
を
建
て
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
『
論
衡
集
解
』
を
用
い
た
）
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〈
注
〉

ω
　
黄
暉
『
論
衡
校
釈
』
（
台
湾
商
務
印
書
館
）
王
充
の
著
作
活
動
は
マ
永
平
之
初
」
に
書
き
上
げ
た
『
講
難
曲
』
か
ら
始
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
黄
暉

　
が
考
証
し
て
い
る
。

②
　
　
『
論
衡
』
新
釈
漢
文
大
系
の
6
2
（
明
治
書
院
）
山
田
勝
美
著
、
『
問
孔
篇
』
「
題
意
」
。

㈹
　
胡
適
氏
の
『
中
国
哲
学
史
大
綱
』
（
上
）
で
は
、
最
初
に
『
乱
龍
巻
』
を
偽
作
と
指
摘
し
た
。
な
お
、
任
継
立
塩
の
『
中
国
哲
学
発
展
史
・
秦
漢
』

　
（
人
民
出
版
社
）
で
は
、
『
乱
龍
篇
』
が
偽
作
で
あ
る
理
由
に
つ
い
て
、
く
わ
し
く
論
じ
て
い
る
。
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